
：区がテーマ設定　助成率 10/10（上限 250 万円）
：活動の発展を支援　助成率 2/3（上限 50 万円）
：活動の立ち上げ支援　助成率 3/4（上限 30 万円）

協働ニュース 品
しな

聞
もん

Number

2O23.9.3O

35

ト ラ イ 助 成
チ ャ レ ン ジ 助 成
スタートアップ助成

地域課題の解決をめざす事業に助成！
令和５年度区民活動助成の採択団体を紹介します。

一般社団法人 でっこぼっこ
発達に特性傾向のある親子の健やかな学びと成長をめざした学習サポート事業

集団での学び方に難しさや違和感がある子どもたちを対象に、一人ひとりに合った学び方を一緒に考え、見つ
けていきます。保護者とも月に一度面談の機会を持ち、日々の悩みや家庭での学習環境作りについての解決法
を一緒に考えていきます。子育ち、親育ちの観点はどの事業にも共通し、KidsFesや、キッズアイデアマーケット、
クリエイティブキッズ等、子どもの興味や創造性を大切にしたイベントや地域情報誌作りもしています。

トライ
助成

日 程・場 所 こどもとラボ、わたがしひろば、町会会館など
●毎週火曜　16:15 ～ 18:30
●毎週金曜　15:30 ～ 18:00

連絡担当者 駒崎  圭子
TEL/E-mai l 070-9062-8315 / info.dekkobokko@gmail.com
ホームページ等

団体HP

一般社団法人 子ども若者応援ネットワーク品川
ヤングケアラーの理解と支援につなぐ「出張授業」等の実施

子どもが家族の介護や世話を日常的に担っているヤングケアラーは、品川区の調査でも、1クラスに 1 ～ 2 名程
度いることがわかっています。困難を抱えていながらも、本人にその自覚がなかったり、相談や支援につながっ
ていないケースも多くあります。本事業では、学校での「出張授業」、教員・関係機関との懇談会、啓発のた
めのリーフレット作成をおこない、ヤングケアラーの掘り起こしと、支援につなげる活動をスタートさせます。

トライ
助成

日 程・場 所 ●10月～12月：区内の小中学校・都立高校での出張授業・
　　　　　　　懇談会の開催
●12月：ヤングケアラーの啓発のためのリーフレット発行

連絡担当者 中塚  史行
TEL/E-mai l 03-6421-5471 / kodomowakamono.net@gmail.com
ホームページ等

団体HP

制度の詳細は
こちら
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NPO法人 アレルギーの正しい理解をサポートするみんなの会
ウェブサイト「しながわアレルギーねっと」で適切な情報の共有

品川区内でアレルギー対応に取り組む外食や中食※の店舗情報をウェブサイト「しながわアレルギーねっと」
に掲載します。企業全体で対応に取り組む経験豊富な企業・事業者等から段階的に対象をひろげ、同時に事業
者と利用者双方へ外食中食のリスク回避等についての啓発を行います。また、関係者が共に学び理解を深めて
ウェブサイトの利用を広める場として、対面とオンラインのハイブリッド型で講演会を開催します。

チャレンジ
助成

日 程・場 所 ●講演会：令和６年 1 月 28 日（日）きゅりあん（予定）
連 絡 担 当 者 前田  えり
TEL/E-mai l 03-5709-6720 / minna@a-minna.org
ホームページ等 団体 HP X（旧 Twitter）

Instagram
Facebook

：NPOminna
：inst.al.minna
：fb.al.minna

しながわアレルギーねっと

しながわ区多胎育児応援団  ひだまり
多胎プレパパママ教室

これから双子・三つ子等多胎のパパママになる方へ向けた内容です。   ①助産師から多胎妊娠・出産などのお話
②双子の沐浴、授乳などの実習　③多胎育児体験談　④品川区多胎支援事業の紹介　⑤今後の育児をイメージす
るアフターバースプラン作り。初産婦も経産婦も対象で、おひとりでもお子様同伴でも参加OKです。不定期で「ひ
だまり交流サロン」も開催しています。（令和 4 年度多胎プレパパママ教室 6 回実施。多胎交流サロン 3 回実施）

スタート
アップ
助成

日 程・場 所 ● 11月11日（土）10:00～15:30　大井第二区民集会所 和室（予定）
●   2 月  3 日（土）10:00～15:30　荏原第一区民集会所 和室（予定）

連 絡 担 当 者 秋谷  恵美
TEL/E-mai l 090-6037-1327 / tatai.hidamari@gmail.com
ホームページ等

Instagram

団体 HP X（旧 Twitter）

NPO法人 膠原病・リウマチ・血管炎サポートネットワーク
みんなはどうしているの？～膠原病の交流会 

膠原病という病気を聞いたことはありますか？自己免疫性疾患のうち、希少性・難治性の複数の疾患のまとまり
が膠原病と呼ばれます。この事業は出会う機会の少ない膠原病をもつひと同士が集まって、病気との付き合い方、
社会生活の送り方などをシェアします。孤独感や不安感を減らして自分らしい生活を送れるようになることを目
指します。心理専門家が企画・運営しているので初めての方も安心してご参加ください。

スタート
アップ
助成

日 程・場 所 ● 11月25日（土）14:30～16:30　大崎第二区民集会所（予定）
連 絡 担 当 者 大河内  範子

E-mail info@kosapo.org
ホームページ等

こうげんびょう

※中食：対面販売の惣菜やデリバリーなど、家庭外で商業的に調理・加工されたものを購入して食べる形態の食事のこと。
なかしょく



すまいるキッズ
小学生向けプログラミング教室

GIGA スクールの PC /タブレットを活用して、子どもたちが楽しくプログラミングを学べるように活動してい
ます。Viscuit や Scratch（プログラミングツール）、KUBO（ロボット）を使って保護者も一緒にプログラミン
グの有効性を学べます。Minecraft カップへの参加を通じ、プログラミングの技術だけではなく、社会課題や
街づくりについても考えていきます。

スタート
アップ
助成

日 程・場 所 ● 日程：毎月第２・４土曜を中心に開催
　　　　（都合により変更の可能性あり）
● 場所：オンライン開催、現地開催（小学校、図書館）等

連絡担当者 西村  公児
TEL/E-mai l 090-5878-1294 / smilekids365@gmail.com
ホームページ等

ホームページ等

NPO法人 マナビファクトリー
経済的に困難を抱える家庭の中高生への無料学習支援事業

経済的な困難を抱える家庭の子どもたちが、地域の大人たちのサポートや励ましによって十分な学力を習得でき
るように学習支援を行っています。
雑談等も交えながら関係性を築くことも大切にし、「先生」という立場よりも近しい距離感で、子どもたちにとっ
て気楽に参加できる居場所となるようなかかわりを目指しています。

スタート
アップ
助成

日 程・場 所 ● 毎週土曜　17:00～19:00
● 東大井区民集会所・1F 集会室

連絡担当者 石井  光生
TEL/E-mai l 090-7028-1168 / info@manabifact.com

団体HP

団体HP

NPO法人・ボランティア団体等
活動に関する相談

区では、地域貢献活動に関する様々なサポートを
行っています。下記へお気軽に
お問い合わせください。

品川区 地域活動課 協働推進係
TEL 5742-6693 5742-6878FAX

Mail chikikat-kyodo@city.shinagawa.tokyo.jp
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　「しながわすまいるネット」では、品川区で

活動する団体がイベント情報や参加募集、活動

報告を発信しています。

今回ご紹介した各団体のページも
ここからチェックできます



協働レポ

株式会社 ローソン 協働事業

子どもゆめ食堂 だんらん
＆

互いに

必要なものを

補い合うのが

協働の第一歩！

食品ロス削減！
販売期限切れのからあげクンを急速冷凍し子どもたちへ

　販売期限切れ食品とは、ローソンで定める販売可能な
期限を過ぎ、店頭撤去している商品のこと。消費期限は
過ぎていないため、まだ食べられるのに廃棄せざるを得
ないという状況でした。
　食品ロス削減のために動き出したローソンにまず立ち
はだかったのは食品衛生法の問題。そこで導入したのが
液体急速冷凍機！これにより販売期限切れとなったフラ
イドフーズの鮮度を保ったまま保存できるようになり、
この問題はクリアされました。

　次の問題は引き受けてくれる団体探しです。
しながわ子ども食堂ネットワーク事務局（品川
区社会福祉協議会）を通じて区内の子ども食堂
に活用してもらえるよう検討を重ねました。そ
して快く受け入れたのが子どもゆめ食堂 だん
らん。提供された商品はだんらんで工夫を凝ら
したメニューに再調理され、子どもたちの昼食
や夕食に並びます。

　実際に食べた親子は「子ども食堂
にはいつも手助けしていただいて大
変感謝をしております。今回、食品
ロスの削減とのことで娘が大好きな
からあげクンもいただけとても助か
りました」「からあげくんおいしかっ
た」と企業と子ども食堂への感謝の
気持ちを話しました。

　品川区の子ども食堂のひとつ。食料配布や、宅食、レ
シピ共有など、食を通じた子育て支援を行い、弱音をは
ける場、情報発信の場づくりをしています。

● 子どもゆめ食堂 だんらん
コンビニエンスストアチェーンを展開。「私たちは “みんな
と暮らすマチ” を幸せにします。」というグループ理念実現
のため、SDGs の推進に積極的に取り組んでいます。

● 株式会社 ローソン

Collaboration News Shinamon

発行：品川区


